
の
影
響
」「
光
熱
費
の
増
加
」
な
ど
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
も

の
ほ
ど
市
民
の
関
心
が
高
い
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
関
心
が
高
い
事
項
を
重

点
的
に
広
報
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

効
果
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
の
周

知
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

　

前
年
を
7
・
3
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
ま
し
た
が
、
約
6
割
の
市
民
が

知
ら
な
い
と
回
答
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
周
知
が
必
要
で
す
。

　

２
０
３
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
全
市
を
挙
げ
た
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
り
、
女
性
や
若
年
層

を
中
心
に
さ
ら
な
る
意
識
醸
成
を

図
り
な
が
ら
、
脱
炭
素
化
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
関
心
が

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、「
水
害
・

土
砂
災
害
等
の
増
加
」「
農
作
物
へ

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
が
導

入
し
て
い
る
行
政
評
価
制
度
の
外

部
評
価
と
し
て
、
施
策
の
効
果
と

ニ
ー
ズ
を
調
査
・
把
握
す
る
ほ
か
、

市
民
の
意
識
や
意
見
な
ど
を
集
約

し
、
今
後
の
施
策
の
推
進
に
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
満
18
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
市
民
９
０
０
人
に
配
付

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
含

む
４
４
２
人
（
回
収
率
49
・
1
％
）

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

※�

各
項
目
の
割
合
は
、「
満
足
」「
ど
ち
ら
か

と
言
う
と
満
足
」「
は
い
（
肯
定
）」
と

答
え
た
割
合
で
す
。

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

周
辺
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は

「
飲
食
ス
ペ
ー
ス
及
び
売
店
等
」
や

「
憩
い
の
場
」
を
望
む
回
答
が
特
に

多
く
、
見
学
だ
け
で
な
く
、
利
便

性
や
遺
跡
の
活
用
と
い
っ
た
幅
広

い
ニ
ー
ズ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
跡
で
の
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
関
連
グ
ッ
ズ
、
ス
イ
ー
ツ

の
開
発
の
ほ
か
、
案
内
看
板
の
設

置
な
ど
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
求
め
る
意

見
が
あ
り
、
遺
跡
お
よ
び
地
域
全

体
の
盛
り
上
が
り
に
期
待
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

前
年
を
2
・
2
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
ま
し
た
。
不
満
と
感
じ
る
理
由

で
は
、
遊
ぶ
場
所
や
買
い
物
を
す

る
お
店
が
少
な
い
な
ど
、
魅
力
や

賑
わ
い
が
少
な
い
こ
と
が
多
く
挙

げ
ら
れ
た
ほ
か
、
公
共
交
通
機
関

が
不
便
な
こ
と
や
駐
車
場
が
少
な

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

人
流
の
減
少
に
伴
い
、
ま
ち
な
か

の
商
業
機
能
は
低
下
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
の

活
用
を
推
進
し
、
ま
ち
な
か
の
賑

わ
い
回
復
を
進
め
る
こ
と
で
、
中

心
市
街
地
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ

　
「
満
足
」「
ど
ち
ら
か
と
言
う
と

満
足
」
と
答
え
た
割
合
が
半
数
を

超
え
た
一
方
、
不
満
を
感
じ
て
い

る
割
合
は
11
・
4
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
対
策
は

お
お
む
ね
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
年
代

が
上
が
る
に
つ
れ
満
足
度
は
高
い

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
不
満
」「
ど
ち
ら
か
と
言
う

と
不
満
」
と
答
え
た
割
合
は
36
・

2
％
で
、
特
に
30
代
と
50
代
で
は
、

不
満
を
感
じ
て
い
る
割
合
は
40
％

を
超
え
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
な
ど

　

前
年
を
4
・
5
ポ
イ
ン
ト
下
回

り
ま
し
た
。

　

働
き
盛
り
世
代
で
あ
る
40
代

の
実
施
率
が
10
・
4
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
ま
し
た
が
、
30
代
と
70
歳
以

上
で
は
13
ポ
イ
ン
ト
以
上
減
少
し
、

年
代
別
の
実
施
率
に
こ
れ
ま
で
と

違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
家

族
や
個
人
で
実
施
で
き
る
運
動
を

行
う
な
ど
、
運
動
形
態
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

前
年
を
17
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
ま
し
た
。
社
会
的
状
況
が
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
変
化
し
た
こ
と
で
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
も
徐
々
に
規
制
緩

和
さ
れ
、
多
く
の
人
が
芸
術
鑑
賞

や
文
化
活
動
を
求
め
た
結
果
と
な

の
対
策
は
、
地
域
へ
の
経
済
効
果

は
高
い
も
の
で
し
た
が
、
生
活
支

援
と
し
て
は
、
結
果
と
し
て
恩
恵

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
お
り
、

行
き
届
い
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
「
満
足
」「
ど
ち
ら
か
と
言
う
と

満
足
」
と
答
え
た
割
合
は
18
・７
％

で
、
半
数
以
上
が
不
満
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

物
価
高
騰
対
策
は
子
育
て
、
高

齢
世
代
で
不
満
を
感
じ
て
い
る
人

が
多
く
、
所
得
に
対
す
る
生
活
必

需
品
へ
の
支
出
割
合
が
高
い
た
め
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
特
に
強
く
受

け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
非
課
税
世
帯
な
ど
へ
の
支
援

の
み
で
は
な
く
、
全
市
民
向
け
の

支
援
策
を
求
め
る
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
芸
術
鑑
賞
し
た
人
の

う
ち
、
コ
モ
ッ
セ
で
鑑
賞
し
た
割

合
は
68
・
2
％
と
な
り
、
前
年
を

10
・
8
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た

が
、
数
値
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

前
年
を
7
・
8
ポ
イ
ン
ト
上
回

り
ま
し
た
。
特
に
30
代
、
40
代
の

割
合
が
多
く
、
子
育
て
世
代
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
回
数
は

年
3
回
以
上
利
用
し
た
人
が
全
体

で
４
割
を
超
え
て
お
り
、
定
期
的

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、「
用

事
が
な
い
た
め
」
と
回
答
し
た
人
が

多
い
こ
と
か
ら
、
複
合
施
設
の
利

点
を
生
か
し
た
多
様
な
利
用
方
法

の
情
報
発
信
や
、
共
有
ス
ペ
ー
ス

の
環
境
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
に

整
え
な
が
ら
、
多
く
の
市
民
が
集

い
、
賑
わ
う
施
設
運
営
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

全
年
代
で
7
割
を
超
え
、
幅
広

い
層
が
遺
跡
を
訪
れ
て
い
る
こ
と

皆
さ
ま
の
ご
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
！

令
和
５
年
度
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

令
和
５
年
度
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
のの
公
表
公
表

問問 

政
策
企
画
課 

総
合
戦
略
室 

☎
30
‐
０
２
０
１

市ホームページ
はこちら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
な
ど
の
満
足
度

感
染
症
対
策
な
ど
の
満
足
度○満足度が高い取り組み

１． ごみの適正処理と資源リサイ
クルの推進

 　 　ごみ処理場内で破砕処理場が
稼働したことにより、ごみの分
別や利便性が向上したことなど
が高く評価されました。

２． 心身の健康づくり
 　 　検診の無料対象者の拡充や若

年者の健診空白世代の解消を図
る取り組みのほか、切れ目のな
い母子保健の充実や健康意識の
高揚への取り組みが評価されま
した。

３． 衛生的で良好な生活環境の確保
 　 　水道が安定的に供給されてい

ることや下水道や浄化槽が普及
しつつあり、水洗化の恩恵を受
けられる機会が多くなったこと
で評価されています。

４．文化財の保存
 　 　毛馬内の盆踊を含む「風流踊」

が令和 4 年度にユネスコ無形
文化遺産に登録されたことで、
史跡や文化財に対する関心が高
まり、高い評価になりました。

５． 緑と水の映えるまちの環境を
守ります

　 　環境保全が図られ、不法投棄
の監視、鳥獣被害防止のための
迅速な情報発信や捕獲などが評
価されたと考えられます。

○重要度の高い取り組み
１． 適切な医療を受けられる体制

の整備
　 　自由意見では、産科の設置を

求める意見や医師の確保などに
よる医療体制の拡充、維持を望
む意見も出されています。

２． 地域ぐるみの子育て支援の充実
　 　福祉医療費の無償化について

の評価は高いものの、物価高騰
などの影響による子育て費用へ
のさらなる経済的支援を望む意
見が多く出されました。

３． 市民等の意欲のある就労・就
農に対する支援

　 　企業の人材不足や定年退職年
齢の引き上げによる人材確保が
課題とされているほか、若年者の
市外流出に関する対策や支援を
求める意見が挙げられています。

４． 子どもから青少年までの生き
る力の育成

　 　学校の統廃合による通学手段の
確保などの学習環境の変化を不安
視する声が数多くあり、本市の将
来を担う若年層の成長機会の強化
への期待が高まっています。

５． 地域に合った公共交通手段を
確保します

 　 　地域公共交通が近くを通らず
不便に感じている意見や、免許
返納者および車を持っていない
人の交通手段の確保を望む意見
が多く出ています。

市の施策について
　市が進めている総合計画の 32 分野の取組方針について、「これま
での満足度」と「これからの重要度」に対して５段階で評価していた
だきました。それぞれ上位５つをお知らせします。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
な
結

果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
ほ
か
、
各
図
書
館
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

　
①
感
染
症
対
策

　
①
感
染
症
対
策

51
・
０
％

27
・
９
％

　
②
経
済
対
策
・
生
活
支
援

　
②
経
済
対
策
・
生
活
支
援

18
・
７
％

　
③
物
価
高
騰
対
策

　
③
物
価
高
騰
対
策

57
・
０
％

週
１
回
以
上
の
頻
度
で

週
１
回
以
上
の
頻
度
で

運
動
す
る
割
合

運
動
す
る
割
合

44
・
１
％

11
年
間
に
芸
術
鑑
賞
に

年
間
に
芸
術
鑑
賞
に

親
し
ん
だ
割
合

親
し
ん
だ
割
合

62
・
５
％

11
年
間
に
コ
モ
ッ
セ
を

年
間
に
コ
モ
ッ
セ
を

利
用
し
た
割
合

利
用
し
た
割
合

74
・
７
％

大
湯
環
状
列
石
を

大
湯
環
状
列
石
を

訪
れ
た
割
合

訪
れ
た
割
合

58
・
１
％

中
心
市
街
地
の
環
境
に
満

中
心
市
街
地
の
環
境
に
満

足
し
て
い
る
割
合

足
し
て
い
る
割
合

39
・
６
％

「
鹿
角
市
２
０
３
０
ゼ
ロ
・

「
鹿
角
市
２
０
３
０
ゼ
ロ
・

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
の

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
の

認
知
度

認
知
度

「
満
足
」「
ど
ち
ら
か

と
言
う
と
満
足
」「
は

い
（
肯
定
）」

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
言
う

と
不
満
」「
不
満
」「
わ

か
ら
な
い
」
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